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一滴前

は　し　が一　き

青苗遺跡の発掘調査は道々奥尻線青苗市街～奥尻空港間の道路整備事業に係わ

る緊急発掘調査である。本詞華は函館土木現業所が奥尻町と委託契紺を帰結し、、
J

昭和51年4月5日より昭和52年3月31日に亘って行なった。本報文はその結果報
ノ‾1

告書であるが、事業が昭和52年～53年に継続されているので内容は中間的なもの

であるd　ま＿た出土遺物が斯界の常識を超える甚大な物量であったことからくる整

理作業の遅れもあり∴調査の学術的内容に対しては深く触れることがゼきない。
l

．′

したがっ’七、・これまでに明らかになった遺跡の性格、文化遺物、自然遺物の種類、

数量、人為的遺構、それらの凡その編年的位置の概略、軍よび発掘と整理作業の

進行の状況について述べることにす去。
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1　青苗遺跡の地形環境

遺

の1、

置す

I‘、　　　　・－「拉葉　　　　　、博

∵∵　　　　　・‾l・　　l
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チ吼1番地隼所在する0該地は奥尻島の南端に発達する海岸段丘上に位Illて
し、

。この海岸段丘は一般に千°畳ケ丘と呼ばれているが、比高によって次の

ように区分される。

1）青　苗　川　段　丘

2）rL一フナ歌沢蔭丘Ⅱ
1　　し．．；

一ご3）車礪江威丘‡

松江段　丘　Ⅱ

4）赤　石　段　丘

沌）ノ　米　岡　段　丘

6）寺屋敷　段　丘

7）青　苗　岬段丘

比高・　360～400椚

比高　　240～26－0m

比高　　2601乃

比高　　180m・

比高　100～160〝z

比高　　　80～100〝z

比高　　　50人－　60彿

比高　　　　4〝l以上

Pl

青苗遺跡というのは青苗市街から米岡に通ずる道路に沿？た潮坤と青苗岬段

丘と寺屋敷段丘のl境いにあたる急峻な傾斜地附近一帯に連続あるいは不連続的

に分布寵を遺跡者の聴称である。このたびは遺跡群のなかの青首墓所前地点、

町道分岐地点、青苗貝塚地点の一部、懸崖地点のヰ箇所が発掘調査の対象とな

った。

2　青首遺跡の地質土壌環境

遺跡が存在する寺屋敷段丘は海岸に向って緩やかな地傾斜を示t、青首岬段

丘と？遷急点は急腹な崖状となっている。寺屋敷段丘の基盤は頁岩層であり、

その上部を段丘堆贋物が数彿ゐ厚ノさで覆っている。　・．

堆程物は粘土鳳で恐ちく火山噴坦物が嘩材となっているものと謡われるが、

風化を受けて腐植を多量に含むロ「ム化した土壌とな？ている。墓所前地点セ　▼個
レ

は降滴のさい遺瓢の上方より流出して堆積したと考えられヰ0このローム二層を

母材∫とした再堆積層が被覆している一ところがある0

－2－「



標準的には再堆積層の上部に6種類の火山灰が降下堆積しており、これらは

0　甘い順から下表のように識別される0

▼層　哀　層　厚・一巻議年代‘
一tヽ一ノ．

古期ローム層30甜以上

再堆積去層霊　3700±冒33B盲・

OIS白ノ＿、ソA層10の乃

K o e岩層12の乃　叩0±1801B・P・
．′

O s b’一A層　5∽

へ　　一I

t測走方法

不豆斗学
r

源

漸慄配監）
黒曜石水和層　示　　明　届雲望高式

渡　島大　島　　な　し

駒．声1岳′、な　し

渡　島大島　′擦文土器

O tobe吉層11の乃　　　3－37年前（奥尻島深討記）奥尻島神威岳　な・L

os a告層17m　　263年前・（北海葦墓記録）瀾島大島　なしし

発掘区が設定された4箇所の土層構成は当然のことながら自然・寺‥人為などの

・影響をう‘けており、それぞれ異な・らた堆積様相を呈しているので、‾この標準土

層の調査結果をもとにして比肩、同定することにした0

°三1青首墓所前地点、ここの場合はOsa層、Otobe層、Osb層、Koe層、Os．白

ハ‾シ層に遺物の包含はなく、再密着A層、再堆積0層より也土士ふ・止ヰ泥再堆

積C層た密集している。この層は鈍い黄橙色で山中式隼・‥よ一る土壌硬度ば35と極
／

めて画し．、．‾；乾燥時にあっては移植ゴテで4戊、スコツ、プをもってしても10cmと

掘り込めない。しかも遺物が30～馳花の厚さに敷き詰められた状態で重なりあ

っているのせあるから作業の進度は大巾に遅延した云遺準は古期ロ「ム層に構
．・r．　　　‥　〇・　一l・i

′、J・l⊥J

築されている。町道分岐点も賂んど同じ状態である。　　　　‥．J‾‾こ．ムー

青苗貝塚地点、キわ地点は擦文女化期唯一の貝塚が所在するところであり、了

本道古代史解明の上に極めて重要鬼遺跡として保存対策が畢・く望まれていたと

ころである。結果として道路側二部が避ぢれ ・となった言しかし、

そこは過去3回に亘、って小規模ながら発掘調査が実施ざれだ之七ろ－で薗わ、土

も）　層の正常な堆積は失われていると判断したからである。、、　　P一、

ここの本来的層序転台地上平担部紅あきって標準土屡と同車である0月層がみ
ヽ

られるのは斜面であってO saA層、ぐ0二誼C層、OtobeA一十章重層を欠いている0

－3ニー



これは過去隼・おける調査と盗密隼よるl擾乱、日独の流麗によるものであこる。貝

層はOsb，A層とKoe層との間に薄一く狭在する。懸崖地点も標準土層とほぼ同じ　l

である塞，部分蜘モ戯作が深く及ギところがあり欠脱層もある。

l

仁一一　一日’　ニ

hJ－t．‾l！、

3　調　査　の　方　法

各発掘区上も磁北をⅩ軸とし、一これに直角に交叉するものをY軸とし、各軸

を4〝㌣間隔に区切って正方形のグリッドを設けた。この場合ゐグリッドの名称・

はⅩ：．8j二項qの：よ才になる。（墓地前）女た発掘区の西隅に基点を．おき西より

東に向うてA・B・C…‥∴北よ。南に向って11・2・3……・め記号を与えて、・

た。この頃合のダリ‾ッドの名称いA－1のようになる。（貝塚地点）

ま・た、精査を必要とした場合は4椚’×4mを2mX2品あるいは1〝zXl＿〝z

のグ典融宰細分し、時計廻りにa・1「∴C・七の記号を付した。セクγヨン

ベルトは例外を除いて原則酷にグリッドの南と西側に1mの巾で残し、必要正

応じて額りはずすことに．した0
、

鉛直的に1ほ前もって遺物の表面採集を行ない、状況に応じ表土？除去．にブル

‾ト‾塞牽投入・し・た軒、最終的に墓所前地点の約600刺ま＿どに止ま？喪？・1、も　　・・－ノ＼．・・

’・r　了

r Er葦、三言．

4　遺噺および遺痛の出土状況

本遺跡の遺物の出土は耕作隼よる擾乱一墓所前では再堆埴層が地声に露呈

している箇所があり、遺物が周辺のOs畠バン直に亘なり移動した形跡が見られ

る．－され串ところを除き再堆積層、古癖ロー・ム層（墓所耐圧Osb敵古期

ロ・－ム層（貝塚軋点、腰崖地点、華道分岐点）の3層亘・限坤．て十る0つぎ

に簡単に各層における・遺物、澤横の出土状況や戯れる。
l

盲期ワーム層，ヰ層か、年は円筒土畢下層式、上層式文化期に属する4基の＿

堅穴年唇丑車隼㌍ト・ユ草な．どが遺物を伴って．検出された。竪穴を′埋めている，＿1

土層、ほ再堆積層で第2‾．～4号竪穴の場合がそれである牟主．多数のチャート、
ヽ

円礫を含み、石琴平はと／くに石冠、′半月状偏平打製石器が極めて多かった？J

土器は堅穴内にあっては再簡土器下層式ある同ま上層式土器が安定した形で

－4－



二認めち寓たが、墜穴上面忙発見された藩い傭土層より上部のものは円筒土森下
1

0・層式と上層式が混然となって出土した。’しかし個体そのものの破損時の状態と

しては比較的まとまっており再堆積層め生成過程が問題に濁ってくる。竪穴住

居址が発見された付近は道路整備の中心線440m地点より南方への地傾斜の部
ヽ

ltt－

分にあたっており、遺物め出土量が多く付近2001㌦の小面積から約6トンに及
Jへ

ぶ石片、石器、土器の出土を見た。

第1号竪穴の場合は例外で上部をOs白ハソ層が覆っている。なお本堅穴は

・IP誰5より北の15m地点付近にあり、、拡張区を設定して検出されたも’のであ

・－る’。　　　　・

これによって遺構が現道下に残されていることが確認され、昭和52年度の発

掘調査に継続される原因の一つになった。

Osb膚、本層からは擦文文化期に属する深鉢形、高拓形の擦文土器－と：それに

共伴して海獣骨、鳥骨、魚骨、貝類少量の骨角器が出土している。また鉄醇と

広し聖と小さい堤状の撃をもったタタ‘妄動した撃と古期ローム層を長
方形、円形に掘ってしつらえた木枠の囲いをも！つ湧水溜が1基検出された。う

ち1基の中央には完形の高年形土畢ガ伏せた形で出土し注目され長一。擦文文化
一　　　　一・・一－・・・－．・．．▼一一　．一　　－．

形の湧寒溜あるいは井戸といってもよいのも知らない　のの　　　道で　め

てであるこ

出土遺物と遺構

発掘によって出土した遺物の総量は60×37×、11の乃の整理箱1，100箱である。

この劃ま驚威に価いするもので実質7ケ月にみたない発掘期間では本道のみな

らず全国的にも類をみないだろう‾。面積比においてしかりである。因みに運送

に1ロンの大型冷凍車を必要とし、石冠約3・000個とすり石、台石など重量のあ

る＿ものを積み残した。遺物の実数につい‾七は末だ分類途上であり掌握すること

も・ができないので、種類を列記する。

土器1・縄文文化前期末葉に属するもので円筒土器下層式のdトd2に分

類されるもの。 ′

ー5－



2・繹ぜ来聴中期に属すを恵め七円簡土静止層墳めa．′b！C・dと呼

に分痩せあるもの。’．、’　　　　・∴弐」
°R■t■　＼

読信欄軽度化後期初葉に虜事る十腰内耳式圭醇、苛あるいは中期末葉の兄

上損亡暗町式去畠庭分類されごる′も海。　　　＿錨上市主

量的正は円筒土器下層式、上層式が圧倒的に多ぐ、七かも復元可能なものが

150個体以上はあるものと見られる。発掘区別では墓所前地点が約95パーセン

トを占める。

4．擦文文化期に属するものである。

吋遣虜岐点と・貞塚台地上より出土し、墓所前地点からの出土皆無である。形
1

J

態は深鉢形、高杯形である。現在まで復元されたもの凛鉢形12個体、高杯形18

個体セある。

・石蕗づ‾墓地前地点が95パーセントを占めるd種類は下記のどお・りである。

○石　　・欽　　有柄、無柄があるが黒曜右製は数点で他は全べてチャート製

l

○尖頭状石器

○石油蕗圭言槍こ

。看去草貰起ト

。右　　　核

○石　　　斧

○石　　　′冠

である占

石質は碇質在岩

誉有柄で20m近い大型のも三のもある。量は少ない‾。＿・

工廠形のものが殆んどで横形は少ない。

頭大のものから拳大まで多様である。

－数は10余点で少ない。
㌧．J

破損したものを加えるなら3・000点になるだろう。

○偏平打製石器　石冠同様に出土量が多く、1，5両点は下らないだろう。

。剥片石器　膨大であり数は把めないが5ケタのオーダに‾なるだろ．う。

以上のほか垂飾器、〔玉類、円形土製晶などがある。
‾「‘‘‘‘‘＝＿　　　二∵

○骨　角　器　　貝塚わ擾乱層より錆先軋、刺突器Lが出土している。骨角器

とみなされないが鮎な刃物による甲のあるも？は相当華・

ある。これからの全資料は早稲田大学で目下分類精査中であ（

る一‘。

○鉄器ならびに鉄淳　　鉄器は棒状の細いもので中空になっている。鉄淳は見
ノ

ー6－
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○遺　　　構

一輝野禽地上と町道分岐点の2ヶ所で応し「さ凍土に接して出土＿J：、

した。貝塚の場合は遺噂を伴い、町垣金岐点では井戸に近

接．転雫・いる0恐ら一く選疎が行われた嶺やを珠測される0
（「、

墓所前地点で4基の層寒住居が発見貴鞍畏軍撃穴は互いに
つ

J

切り合った状態にあり、完含なものは2‥基である。tまたピ

ットが1基検出された深さは‘1彿20cmある○

6　発掘調一査、整理作業の現状

1　1

－∠・．、・．‘一　t．‥1．．

号上汁烹書、善と　i
t′

昭討51年度当初に提出した青首遺跡発掘調査日程表はつぎのよグ・な賓更があ

った。

○　懸崖地点　貝塚地点に合わせて約30日周の連れを出している。」里由は墓所

前地点にあって．の再堆最層の掘開難と出土遺物の増大鞋よ’る車撃で轟首．O
l

。整理作業の左かでは出土遺物の増量によって土語の復元、実測、拓影、石
（

器の実測に遅れがでている。．なお町道分岐点、貝塚地点の復旧、拓影、実測

ほ完了している。今後どの時点で作業を打ち切るか問題に 豊 るが、現在不可

欠な遺物個々に対するデータの記載、．台帳登録が終了・昼近いの：で詳細に検討

を加えた報告書刊行までの遅れは、発掘での遅れと同僚30日程度の延長を見

込めば最底限の整理事項は処理できると思′う。

付　記　参考まで遺物の註記に要する時間は．1日延べ20人で70卓、土器の洗
ヽ

浄で30日を費した。、推量し．ていただきたい。
王手・豊玉、茸主宰

°　t．で

、　　　　　　　　　　発担担当者　佐　藤　忠　雄

U

ヽ

し
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l l　　　　′
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ユ．標準土層断面（貝塚地点台地上P－7区東側）



3・再堆舞層における遺物の包含状態（断面）

4．再堆臆層における遺物の出土状態（平面）

）



6．基地前地点発掘完了後の全景



7．発掘前の町道分岐点（右側発掘中）と道路左側先端が貝塚地点の全景

も　し＿
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